
F525 F525ﾎﾞｰﾄﾗﾝﾁｬｰ ﾌﾘｰｱｼﾞｬｽﾄﾌﾚｰﾑ 部品表

写真NO 品番 品名 規格 使用数量税別単価
大箱

① S-580 F525　 前ﾌﾚ-ﾑ　L=1000ｍｍ 38mm角 1  2,500 +税
② S-581 F525　後ﾌﾚｰﾑ 　L=1000mm 38mm角 1  2,500 +税
③ S-582  F525　車軸ﾌﾚｰﾑ　L=1000　ﾌﾞﾗｹｯﾄ付 38mm角 1  5,000 +税
④ S-583 F525 ｼﾞｮｲﾝﾄ中央ﾌﾚｰﾑ 　L=1000mm 44mm角 1  4,000 +税
⑤ S-570-3 取手立ち上がりﾊﾟｲﾌﾟグリップ付　700mm ﾊﾝﾄﾞﾙ付き 1  2,800 +税
⑥ Z805 後受け F525用 2 3,500 +税

小箱

⑦ IB040120AD 38角ﾌﾞﾗｹｯﾄ120mmﾋｰﾙﾌﾞﾗｹｯﾄ　 （旧品番S-561) 1  2,500 +税
⑧ Z603 BY/Fﾗﾝﾁｬｰ用前受けｺﾞﾑ新型38.1角 Ｙｺﾞﾑ 1  2,000 +税
⑨ S-541 受け高さ調整ﾌﾚｰﾑF-520　190mm 38mm角 2  800 +税
⑩ Z506-4 車軸ｼｬﾌﾄWL03、BY300､50､520 2  1,750 +税
⑪ JS208 車軸ｼｬﾌﾄｶﾗｰJ-130S,BY300、WL 2  500 +税
⑫ IB040038AA 38角ﾌﾞﾗｹｯﾄ38mm　 （旧品番S-535-1) 2  1,000 +税
⑬ ﾋﾞﾆｰﾙﾊﾟｯｸ

P04-6-55 SUS六角ボルト6-55 8  70 +税
P04-6-45 SUS六角ボルト6-45 車軸固定用 2  60 +税
P07-06 SUSﾅｯﾄM6 10  15 +税
P05-06 SUSｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾜｯｼｬｰM6 10  7 +税
6779 ﾘﾝｸﾞﾋﾟﾝ M30  SPﾘﾝｸﾞ 3  30 +税
P13-9 SUS松葉ﾋﾟﾝSSP-9 2  30 +税
P17-16 ボルトM8-55　テンゾウナシ(ﾋﾟﾝ）BY、ﾎﾟｰﾙ、F800 5  210 +税
Z521 Dﾘﾝｸﾞ 2  240 +税

ﾀｲﾔ どれか入ります
⑭ TA30A Aﾀｲﾔ ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ 4.80/4.00-8ﾎﾞｽ幅82mm F525A用 2  8,200 +税
⑭ TA30D Dﾀｲﾔ ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ410/350-5ﾎﾞｽ幅82mm F525D用 2  4,200 +税

価格は1個当たりの
消費税別価格です。

Ｆ525　　ボートランチャー　フリーアジャストフレーム　　部品図
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ランチャー種類により

どちらか付随します。



Ｆ５２５組立図 (有)ファクトリーゼロ

A　⑤取っ手立ちあがりﾊﾟｲﾌﾟに⑦ｱﾙﾐﾋｰﾙﾌﾞﾗｹｯﾄを⑬ﾋﾞﾆｰﾙﾊﾟｯｸのﾎﾞﾙﾄ6-55（長い方）+ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾜｼｬｰ、で組み込みます。
Ｂ　⑧Z603受けｺﾞﾑを①前ﾌﾚｰﾑに差し込みます（水を付けるとｽﾑｰｽに入ります）
Ｃ　組み込み済みの⑦ｱﾙﾐﾋｰﾙﾌﾞﾗｹｯﾄと①前ﾌﾚｰﾑををﾎﾞﾙﾄ6-55（長い方）+ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾜｼｬｰ、ﾅｯﾄ、で組み込みます。
Ｄ　⑪車軸ｼｬﾌﾄｶﾗｰ、⑩車軸、を③車軸ﾌﾚｰﾑ、両端にﾎﾞﾙﾄ6-45（短い方）+ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾜｼｬｰ、ﾅｯﾄ、で組み込みます。
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Ｅ　組み込み図
Ｆ　⑨受け高調整ﾌﾚｰﾑと⑫連結固定金具を⑬ﾋﾞﾆｰﾙﾊﾟｯｸのﾎﾞﾙﾄ6-55（長い方）+ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾜｼｬｰ、ﾅｯﾄ、で車軸用ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑに組み込みます。
　　　固定位置は任意に調整してください
Ｇ　④ｼﾞｮｲﾝﾄ中央ﾌﾚｰﾑと①前ﾌﾚｰﾑ／②後ろﾌﾚｰﾑをﾊﾟｲﾌﾟに差込ｼﾞｮｲﾝﾄします、⑬ﾋﾞﾆｰﾙﾊﾟｯｸのﾎﾞﾙﾄM8-55ﾃﾝｿﾞｳﾅｼ（ﾋﾟﾝ)とﾘﾝｸﾞﾋﾟﾝで任意
　　の長さで固定します。
Ｈ　③車軸ﾌﾚｰﾑのﾌﾞﾗｹｯﾄ部分にＧで組み込んだ②後ろﾌﾚｰﾑを差込み⑬ﾋﾞﾆｰﾙﾊﾟｯｸのﾎﾞﾙﾄM8-55ﾃﾝｿﾞｳﾅｼ（ﾋﾟﾝ)とﾘﾝｸﾞﾋﾟﾝで固定します。
　　この部分は分解時に脱着します。
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Ｋ　ﾀｲﾔ（A-Ｄ有り）を車軸ｼｬﾌﾄにはめ込みます　　（
空気ﾊﾞﾙﾌﾞが外側）　
　　⑬ﾋﾞﾆｰﾙﾊﾟｯｸ同封のﾃﾞｨｰﾘﾝｸﾞで止めます。
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Ｉ　 ⑥Z805後ろ受けを⑨受け高さ調整ﾌﾚｰﾑに取り付けます（写真の様に長い部分が内側になります）
Ｊ　⑬ﾋﾞﾆｰﾙﾊﾟｯｸのﾎﾞﾙﾄM8-55ﾃﾝｿﾞｳﾅｼ（ﾋﾟﾝ)と松葉ﾋﾟﾝで固定します（脱着出来ます）
Ｋ　⑭ﾀｲﾔ（Ａﾀｲﾔ/Ｄﾀｲﾔ有り）を取り付けます
　　各部のﾎﾞﾙﾄを増し締めして完了です
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■使用上の注意
●Ｆ525は小型ﾎﾞー ﾄ以外の艇は載せないで下さい破損の原因になります（積載重量　Aタイヤ　１００Ｋｇ以内　Ｄタイヤ　６０Ｋｇ以内）
●ﾎﾞー ﾄﾗﾝﾁｬｰを使用する前に必ずネジ、ボルト類の点検、締め直しをしてください、緩んだまま使用しますとフレーム　等破損の原因になります。
●悪路等走行する場合は前方の安全や路面状況を、よく確認してご使用ください、無理をしますとフレーム等破損の原因になります、動力では牽引しないで下さい。
●ご使用後はよく真水で洗い、砂と取り除き乾燥させてください。
●ﾎﾞー ﾄ操船初心者の方は熟練者と一緒にご使用下さい

TA30A（Aﾀｲﾔ）TA30D（Dﾀｲﾔ）（ｱﾙﾐﾗﾝﾁｬｰに使用）　
ﾀｲﾔ空気圧は約0.8KG～1.0KG程度、夏場は気温が上昇し内圧が高まります、又冬場は逆に低温にて空気圧が下がりますので空気圧の点検をお願い致します。
運搬の再はなるべく車外にて搬送してください、車内等に入れる場合走行中や停車時必ず窓を開け換気し直射日光を避けて下さい。
空気圧の少ないまま使用したり保管いたしますとﾁｭｰﾌﾞの損傷やﾀｲﾔの劣化が早まりますので随時点検して下さい、空気はｶﾞｿﾘﾝｽﾀﾝﾄﾞ等の空気入れで入れられます。
ﾀｲﾔ車軸部にｵｲﾙ、ｸﾞﾘｽ、は塗布しないで下さい、砂、埃、が付着します。

全体の完成写真（左）を見て組み立てて下さい。

ボルト、ビス、ナット、の締結には潤滑剤を塗布すると
ネジのロックを防止出来ます。



 

(有)ファクトリーゼロ              TEL 046-238-9411 FAX 046-238-9422 

                                www.factory-zero.co.jp    info@factory-zero.co.jp 

                           タイヤご使用上の注意 

 

このたびは当社製品のお買い上げまことにありがとうございます。 

当社エアータイヤにつきまして下記のことに注意してご使用下さい。 

 

TA30F / TA30G / TA30J （F ﾀｲﾔ､G ﾀｲﾔ､J ﾀｲﾔ）（ｼﾞｪｯﾄﾗﾝﾁｬｰ､ｼﾞｪｯﾄﾊﾞﾝｸ、L700 等に使用）  

 ﾁｭｰﾌﾞﾚｽﾀｲﾔです、ﾁｭｰﾌﾞは入っていません。 

 ﾀｲﾔ空気圧は約 0.8KG～1.0KG 位にてお願い致します。特に夏場は直射日光にて内圧が高ま

ります必ず 0.8KG 以下でご使用下さい。 

 運搬の再はなるべく車外にて搬送してください、車内に入れる場合は空気圧を必ず0.5KG以下

にして下さい、又、停車時必ず窓を開け換気し直射日光を避けて下さい。 

 冬になり気温が下がりますとﾀｲﾔの内圧が下がりﾁｭｰﾌﾞﾚｽﾀｲﾔの為空気が抜けてしまう場合

が有りますので船を載せて保管される場合は時々ﾁｪｯｸをして下さい。 

 ﾀｲﾔが潰れたまま長期放置しますとﾀｲﾔがﾋﾋﾞ割れし空気再注入不可能となってしまいます、長

期保管の場合は台車の下にブロック等を入れておくと良いでしょう。 

 ｴｱｰ漏れでも早期に対処していただければ十分再生いたしますので時々点検していただける

ようお願い申し上げます。 

 

TA30A（A ﾀｲﾔ）（ｱﾙﾐﾗﾝﾁｬｰ、ﾄﾗﾝｻﾑﾄﾞｰﾘｰ等に使用）  

 ﾀｲﾔ空気圧は約 0.8KG～1.0KG 位にてお願い致します。夏場は気温が上昇し内圧が高まりま

す、又冬場は逆に低温にて空気圧が下がりますので空気圧の点検をお願い致します。 

 運搬の再はなるべく車外にて搬送してください、車内に入れる場合は空気圧を必ず0.5KG以下

にして下さい、又、停車時必ず窓を開け換気し直射日光を避けて下さい。 

 空気圧が少ないままの使用、保管はﾁｭｰﾌﾞの損傷やﾀｲﾔの劣化が早まりますので時々点検し

ていただけるようお願い申し上げます。 

 交換用ﾀｲﾔ(外側) ﾁｭｰﾌﾞ、別途販売しています、適宜交換下さい。 

 

TA30D（D ﾀｲﾔ）（ﾏﾙﾁﾄﾞｰﾘｰ、Z071 前輪、等に使用）  

 ﾀｲﾔ空気圧は約 1.0KG～1.5KG 位にてお願い致します。夏場は気温が上昇し内圧が高まりま

す、又冬場は逆に低温にて空気圧が下がりますので空気圧の点検をお願い致します。 

 運搬の再はなるべく車外にて搬送してください、車内に入れる場合は空気圧を必ず0.5KG以下

にして下さい、又、停車時必ず窓を開け換気し直射日光を避けて下さい。 

 空気圧が少ないままの使用、保管はﾁｭｰﾌﾞの損傷やﾀｲﾔの劣化が早まりますので時々点検し

ていただけるようお願い申し上げます。 

 

上記全てのﾀｲﾔについて 

●車軸部にﾍﾞｱﾘﾝｸﾞが内蔵してあります、ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ部にはｸﾞﾘｽ等塗布しないようにして下さい、砂、

埃、が付着し磨耗の原因となります、ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ分は良く水洗してください。 

● ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ部も消耗、紛失した場合は交換用部品ございますので、補修をしてください。 

● 空気を入れる場合ｶﾞｿﾘﾝｽﾀﾝﾄﾞ等においてある自動車、ﾊﾞｲｸ用、空気入れで入れられます 

一般用自転車用空気入れではﾊﾞﾙﾌﾞ形状が合いません、詳しくはＨＰご覧ください。 

 

空気圧換算表 

㎏ Kpa(ｷﾛﾊﾟｽｶﾙ) pa(ﾊﾟｽｶﾙ) PSI(ﾎﾟﾝﾄﾞ) Bar(ﾊﾞｰﾙ) 

1 100 100000 14.2 1 

 

 

安全なマリンライフをお楽しみ下さい           (有)ファクトリーゼロ  


